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1.はじめに

有機生産部周辺の土壌ガス調査、並びに土壌・地下水調査によ
 

り宙水中に規制物質であるジクロロメタン（以下DCMと称す）、及び
 

1,2-ジクロロエタン（同、EDC）が環境基準を超える濃度に存在して
 

いることが判明し、宙水中のこれら物質の除去設備を計画する。

今回の計画ではバイオサイエンス生産部合成第四工場内に設置
 

された#5井戸（トレンチ）、及び合成第五工場に設置された#8井戸
 

（ウェルポイント）から揚水された宙水を処理するテストプラントを計
 

画する。



2.処理の概要

実験結果に基づく、処理方法の概要を以下の図.1に示す。合四宙
 水と合五宙水では、発生量とヒ素の処理の要否が異なるため、下図
 のように別々に処理することとする。

処理により、排水基準値の１／２の濃度まで規制物質の濃度を低
 下させたのち、工場共通の非工程排水処理設備で固形分除去を行う
 こととする。

図.1

 
処理フロー



3.フロー図



4.放散処理の検討

曝気処理の場合、液深、気泡分散、攪拌などの把握しにくい操作
 

因子が多く、スケールアップの困難が想定される。

一方、放散処理は充填塔による気液接触を行うため塔単位断面積
 

当りの気-液流量、充填材を一致させれば処理量の増加に合わせて
 

塔径を増やすことでスケールアップが確実に行える利点がある。

予備試験の結果、実現可能な高さの充填塔を1パスすることで有機
 

物濃度を所望の値まで低下できる確認ができたため、本計画では放
 

散処理を採用することとする。



5.放散処理実験結果（1）
水中の揮発性有機化合物の除去を目的とする放散処理の実験

 
結果として充填塔の塔高と水中の有機物濃度の関係を図.3に示す。

図.3-1

 
合四宙水の充填塔の塔高と水中の有機物濃度の関係
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5.放散処理実験結果（2）
水中の揮発性有機化合物の除去を目的とする放散処理の実験

 
結果として充填塔の塔高と水中の有機物濃度の関係を図.3に示す。

図.3-2

 
合五宙水の充填塔の塔高と水中の有機物濃度の関係
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6.合五宙水の中和による重金属除去実験結果
放散処理後の合五宙水を苛性ソーダで中和したときの、ヒ素を含

 
む重金属の液相からの除去結果を図.4に示す。

図.4

 
中和ｐHとろ液中の重金属濃度の関係
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